
【基本情報】

【戦略マップ】

拠点 本社：名古屋、事業所：東京・岐阜・神宮前

(2026年7月現在)

従業員等の男女比率 男性：72.2％、女性27.8％

従業員等の平均年齢 44.6歳

健康投資

重点施策
健康関連の最終的な目標指標

従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

健康投資施策の

取組状況に関する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい経営

課題

ストレスチェック実施率

【目標】100%   【2025年】100%

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽﾌｧｰｽﾄｴｲﾀﾞｰ人数

【目標】６人 【2025年】4人

【目標】セミナー参加者の増加

健診有所見者の受診勧奨対象者率

【目標】50%  【2025年実績】55.1%

特定保健指導実施率

【目標】60%  【2024年実績】50.0%

【目標】健康アプリPepup登録55%

【2026年】45.1%

年間総労働時間2,200ｈ超

【目標】10人 【2025年】39人

年次有給休暇取得率

【目標】60% 【2025年】55.3%

社内コミュニケーション

活性化

職場環境の整備

女性特有の健康課題

メンタルヘルス対策

健康づくり支援

運動習慣の定着

生活習慣病予防

従業員一人当たりの営業利益の増加

企業価値

従業員とその家族のQOLを高めること

社会的価値

社員価値の向上と社会価値

の創造を両立する

（従業員が心身ともに健康で、個

性を発揮し、多様性の中で成長し

続ける）

エンゲージメントの向上

【目標】60ポイント 【2025年】54ポイント

女性の高ストレス者率の低下（ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ）

【目標】10% 【2025年】23.1%

BMI25（メタボ）以上者の減少

【目標】20%  【2025年】24.3%

・食生活改善セミナーの実施

・特定保健指導の徹底

・健康アプリ（PHR）での健診結果、

数値管理

・食生活管理アプリの活用

・運動セミナーの開催

・スポーツ同好会支援

・健康アプリでのインセンティブ付与

・「見守り」文化の定着

・社内リクリエーションの実施

・長時間労働の抑制

・年次有給休暇の取得促進

・ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸの集団分析による職場改善

・ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ研修の実施

・HRMDの活用

・ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽﾌｧｰｽﾄｴｲﾀﾞｰ資格者の増員

・ヘルスケアラウンジの運用

・女性特有の健康課題セミナーの実施

育児・介護による

離職の防止

（仕事との両立支援）

・育児、介護担当窓口の設置

・啓発セミナーの実施

【目標】育児・介護離職者ゼロ

【目標】啓発セミナーの実施、窓口周知

1日30分以上の運動を週2回以上の割合

【目標】45%  【2025年】40.0%

1日1時間以上の歩行または同等の

身体活動の割合

【目標】65%  【2025年】60.0%


